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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 分析 判定基準 備考

1 ① 生徒指導
学年
各教科

【成果指標】
（生徒）
学校生活において、自ら時間を意識し
た行動をとることができる。

自ら時間を意識した行動をとることができる。
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　あまりできていない
Ｄ　ほとんどできていない

前期の結果では、Ａ＋Ｂが95.5％とな
り、概ねほとんどの生徒が時間を意識し
て行動できていることが伺える。後期は
天候不順などで不測の事態が発生する場
合もある。さらに時間を意識した行動を
とることの大切さを生徒会等から呼びか
けていく。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

【努力指標】
（生徒）（保護者）（教員）
生徒自ら進んで挨拶ができる。

自ら進んで挨拶ができる。
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　あまりできていない
Ｄ　ほとんどできていない

生徒アンケートではＡ＋Ｂの合計が
94.7％となり、前年度同期93.7％よりも
１ポイント上昇した。また保護者は
89.9％、教職員も87.1％であり、普段か
ら元気に挨拶している様子が見受けられ
る。来校者からも挨拶について褒められ
る機会が多く、今後も継続して挨拶の励
行をしていきたい。

それぞれＡ＋Ｂ
の合計が90％未
満の場合次年度
の取り組みを再
検討

７月、１２
月末に調査

② 服装容儀の指導を徹
底し、生徒の規律・
マナーのさらなる向
上を目指す。

生徒指導
学年

令和6年度は生徒の
94.7％、保護者の
88.2％が遵守できてい
ると回答があったが、
教職員の回答は35.7％
と依然大きな隔たりが
ある。

【満足度指標】
（生徒）（保護者）（教員）
様々な機会を捉え、学校生活や公共交
通機関での自発的な規律・マナーの遵
守に努める。

学校生活、公共交通機関におけるマナーを守って
いると回答した生徒の割合が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８５％以上９０％未満
Ｃ　８０％以上８５％未満
Ｄ　８０％未満

生徒アンケートの結果、99.1％が交通マ
ナーを守っていると回答している。反
面、保護者96.1％、教職員83.9％と生徒
の割合と若干差がある。時折、外部より
公共交通機関利用について指摘を受ける
こともあるため、今後も交通マナー遵守
について生徒に促していきたい。

それぞれＣ、Ｄ
の場合、次年度
の取り組みを再
検討

７月、１２
月末に調査

③ 生徒指導
学年

生徒理解に努めるとと
もに、個に応じたきめ
細かな指導を行ってい
る。

【努力指標】（教員）
生徒理解を心がけ、生徒の不注意な行
動の未然防止のための早期指導に努め
ている。

生徒理解に心がけ、不注意な行動の未然防止に努
めている。
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　十分できていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ＋Ｂの合計が100％であった。本校に
おいて、生徒理解は極めて重要な意味を
持つ。今後も、生徒の不注意な行動の未
然防止のために学校全体でさらなる生徒
理解に努めていきたい。

Ａ＋Ｂの合計が
95％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

保健相談
学年

いじめアンケートや面
接を通して、生徒の状
況をしっかりと把握
し、相談や支援を行っ
ている。

【努力目標】（教員）
いじめ等の早期発見、早期対応に努
め、学校全体で組織的に取り組んでい
る。

いじめ等の早期発見、早期対応に努め、学校全体
で組織的に取り組んでいる。
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　十分できていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ＋Ｂの合計が96.8％であった。今後も
全教職員が、生徒のちょっとした変化に
も気付けるよう日頃から生徒理解に努
め、いじめ等の早期発見、早期に組織的
対応がとれる体制を強化していきたい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

令和７年度　学校経営計画に対する中間評価報告書

石川県立金沢北陵高等学校

重点目標 具体的取組

時間厳守の指導を徹
底し、遅刻・欠席者
数の減少と皆出席を
奨励する。また、
日々の学校生活を中
心に登校指導や集会
などを活用して挨拶
のさらなる励行を推
進する。

令和６年度の遅刻数
は、843と前年度より
も増加した。傾向とし
て、一部の生徒が日常
的に遅刻を重ねる状況
があり、それぞれの生
活習慣改善に向けて個
別の対応が必要であ
る。
挨拶については元気に
挨拶する生徒が増えて
きている。

本校のスローガンであ
る「時を守り、場を清
め、礼を正す」を全生
徒が意識し、自ら実践
できるようにねばり強
く働きかける。

生徒を注意深く見守
り、面接や保護者と
の連絡をより密に
し、生徒理解を深め
る。
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2 ① 教科指導のみならず
生徒指導や特別支援
などの研修を積極的
に受講し、教員とし
ての資質向上に努め
る。

教務
各教科

校内外の研修等への参
加を促しており、実際
に参加している教員は
多く、資質向上につな
がるよう努めている。

【努力指標】（教員）
研修等を積極的に受講し、教員として
の資質向上を図る。

教員の資質向上につながるよう研修等に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

Ａ＋Ｂの合計が96.8％であった。常日頃
から教員の研修への参加を励行してお
り、各教員が専門分野の知識を高めるた
め努力している。後期も様々な研修が予
定されており、積極的に参加し、自身の
資質向上につなげてもらいたい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

② ＩＣＴを活用した研
究授業や公開授業を
積極的に行い授業の
改善に努める。

教務
各教科

ほとんどの教員が授業
でＩＣＴ機器を活用し
ている。今後は、さら
に授業評価の場面で効
果的な活用の工夫が求
められている。

【努力指標】（教員）
ＩＣＴ機器の効果的な活用や工夫に努
め、研究・公開授業・授業参観などを
実施する。

ＩＣＴ機器の効果的な活用に努めている教員の割
合が
Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上～８０％未満である
Ｃ　６０％以上～７０％未満である
Ｄ　６０％未満である

アンケートでは96.8％が効果的な活用に
努めているとの結果になった。授業でＩ
ＣＴ機器を使用することが日常的になっ
ており、現在は効果的な活用という部分
に注力している。生成ＡＩについての校
内研修も実施しており、さらなるＩＣＴ
機器の効果的な活用法について研究を推
し進めていく。

Ｃ、Ｄの場合次
年度の取り組み
を再検討

７月、１２
月末に調査

③ わかる授業を行うと
ともに、生徒の興
味・関心を引き出す
授業の工夫・改善に
努める。

教務
各教科

令和６年度は89.3％で
あった。生徒の発言や
活動を促す授業展開を
図り、わかりやすい授
業のためのさらなる工
夫が必要である。

【努力指標】（教員）
互見授業を実施し、生徒が意欲的に学
習に取り組めるよう授業改善に努め
る。

生徒の発言や活動を増やす授業の工夫に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

Ａ＋Ｂの合計が80.7％であった。前年同
期85.75から5.1ポイント減少となった
が、「①十分思う」と回答した割合は
8.6％から22.6％と増加しており、生徒
の発言や活動が増えるよう工夫した授業
改善に努めていることが伺える。今後は
校内研修などを通じて、生徒が主体的に
動くアクティブラーニング型授業の導入
を促していきたい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

④ 家庭での学習習慣の
定着を図る。

教務
進路指導
学年
各教科

考査試験前は勉強に励
むが、日常の学習時間
は減少している。家庭
学習を前提とした授業
展開や習慣化させる工
夫が必要である。

【成果指標】（生徒）
自主的な家庭学習を継続的に取り組む
ことができた。

家庭での平均学習時間が
Ａ　９０分以上である
Ｂ　７０分以上～９０分未満である
Ｃ　５５分以上～７０分未満である
Ｄ　５５分未満である

Ａ＋Ｂの合計が平日60.8％、休日
62.4％、試験期間中71.9％という結果で
あった。いずれの期間においても判定基
準は超えているが、４割近い生徒が基準
に達していないことに危機感を覚える。
今後も家庭学習の重要性について指導を
継続していきたい。

Ａ＋Ｂの合計が
50％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

年５回調査

研修等を積極的に受講
し、教員としての資質
向上を図ることによ
り、ＩＣＴを活用した
授業改善、授業評価を
進めるとともに、生徒
の学習意欲の向上を目
指した取組を充実させ
る。
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3 ① 各学年に応じた進路
学習を工夫し、主体
的で継続的な学びが
できるように支援す
る。

進路指導
教務
学年

【努力指標】（生徒〉
個人面談を通して、自分に合った進路
目標をより明確に定めることができ
た。

個人面談を通して進路目標を明確に定めることが
Ａ　十分にできた
Ｂ　だいたいできた
Ｃ　あまりできていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ＋Ｂの合計が95.2％であった。前年度
同期93.3％より1.9ポイント上昇してい
る。ホーム担任は生徒の進路目標を明確
にするためにきめ細やかな個人面談を重
ねており、生徒も実感していることが伺
える。後期は生徒自身がより具体的な進
路目標を目指すことができるよう面談を
実施する予定である。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

【満足度指標】（生徒）
進路指導の行事や「産業社会と人
間」・「総合的な探究の時間」を通じ
て、進路について意識し考えることが
できた。

進路指導の行事や「産業社会と人間」・「総合的
な探究の時間」の学習が進路を考える上で
Ａ　大いに役立った
Ｂ　ある程度役立った
Ｃ　あまり役立たなかった
Ｄ　まったく役立たなかった

Ａ＋Ｂの合計が96.9％となり、前年同期
94.6％から2.3ポイント上昇した。キャ
リア教育を中心とした授業形態をとる本
校にとって、この２教科は重要な部分を
占めている。後期も生徒が自身の進路目
標をより具体的に描くことができるよう
取り組んでいきたい。

Ａ＋Ｂの合計が
85％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

【成果指標】（生徒）
進学志望の生徒が希望する上級学校に
合格することをより重視する。就職に
ついては、早期に内定率100%となるよ
う指導する。

上級学校志望者のうち生徒が希望した学校に合格
した割合が
Ａ　９０%以上
Ｂ　８０％以上９０％未満
Ｃ　７０％以上８０％未満
Ｄ　７０％未満
学校推薦による就職希望者について、
Ａ　１０月末で１００％内定を達成
Ｂ　１１月末で１００％内定を達成
Ｃ　１２月末で１００％内定を達成
Ｄ　１２月末で１００％内定に達していない

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

年度末に集
計

② 各種資格・検定試験
に挑戦する意欲を喚
起するとともに、補
習体制などの環境整
備に取り組むことで
受験者数と合格者数
の増加を目指す。

各教科
学年
進路指導

昨年度、各種資格・検
定試験を取得・合格し
た生徒は595名とな
り、大きく改善した。
今後は生徒数減少の影
響を鑑みながら判定基
準等を検討する必要が
ある。

【成果指標】（生徒）
各種資格・検定試験に多くの生徒が挑
戦し、取得・合格数を増やす。

新たに資格・検定を取得・合格した生徒の延べ人
数が
Ａ　５５０人以上であった
Ｂ　５００人以上～５５０人未満であった
Ｃ　４５０人以上～５００人未満であった
Ｄ　４５０人未満であった

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

年度末に集
計

③ 保護者や関係機関と
連携を深め、進路指
導の充実を図る。

進路指導
学年

提供された情報に対し
て満足している保護者
は多い。さらに、進路
に関する情報を、適切
に発信していく必要が
ある。

【満足度指標】（保護者）
進路について、必要な情報が提供され
ている。

提供された情報に対して
Ａ　満足できた
Ｂ　ある程度満足できた
Ｃ　あまり満足できなかった
Ｄ　満足できなかった

Ａ＋Ｂの合計が87.9％となり、前年同期
92.6％から大きく減少した。これまでの
情報発信の仕方について改善し、ホーム
ページやメール配信、学年通信などを通
して今まで以上に必要な情報や知りたい
情報をタイムリーに発信していくよう努
めたい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

自分を知り、社会を知
り、将来の自分を考え
ることのできる生徒の
育成に向け、キャリア
教育の一層の推進を図
る。

多様な進路希望に対応
するために組織的な指
導体制と生徒一人ひと
りに対するきめ細やか
なガイダンス機能の充
実が求められる。
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4 ① 部活動の活性化を目
指し支援･運営する。

特活
全職員

【成果指標】（生徒）
部活動への加入率を高め、充実した高
校生活になるよう支援する。

部活動への加入率が
Ａ　９０％以上である
Ｂ　８０％以上～９０％未満である
Ｃ　７０％以上～８０％未満である
Ｄ　７０％未満である

部活動加入率は１学期現在で80.2％であ
り、昨年度と比較して1.5ポイント減少
した。男女別では、男子80.9％、女子
79.2％、学年別では１年次88.7％、２年
次67.2％、３年次82.5％であり、２年次
生の加入率が特に低い。部活動で得られ
る達成感や協力することの大切さなどを
生徒に伝える機会を設けるなど加入率向
上を目指したい。

Ｄの場合次年度
の取り組みを再
検討

５月、１０
月に調査

【満足度指標】(生徒)
生徒が部活動に主体的に取り組み切磋
琢磨することを通して、豊かな人間関
係を築き、達成感を得る。

部活動に対し満足感・達成感を感じている生徒の
割合が
Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上～８０％未満である
Ｃ　６０％以上～７０％未満である
Ｄ　６０％未満である

部活動に対して満足感・達成感を感じて
いる生徒の割合は78.6％であった。昨年
度よりも1.3ポイント上昇はしており、
３年連続の上昇となった。部活動加入者
が感じている満足感や達成感を無所属者
により伝わるよう部活動の魅力について
より発信していく必要がある。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

② 地域行事・学校行事
等に参加し、地域と
の連携を密にする。

特活 令和６年度は天候のた
めボランティア活動が
制限されたこともあ
り、参加数は減少し
た。今年度は時期をよ
り見定め活動を継続す
る。

【成果指標】（生徒）
地域の清掃活動や行事、ボランティア
等に参加する。（「北陵アバンテ」を
含める）

休日も含めて年１回以上参加した生徒が
Ａ　４００人以上であった
Ｂ　３００人以上～４００人未満であった
Ｃ　２００人以上～３００人未満であった
Ｄ　２００人未満であった

前期での結果は18.3％の生徒が何らかの
ボランティア活動に参加している。前年
度より6.4ポイント減少しているが、東
原町や森本地区でのボランティア活動に
何度も参加している生徒も多数いる。後
期は学校近隣地区の清掃活動「北陵アバ
ンテ」や「金沢マラソン」などの行事が
予定されており、多くの生徒の参加を期
待したい。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

総務
学年
生徒指導
保健相談

令和６年度「満足して
いる」保護者は92.4％
であった。今年度もよ
り多くの方々に理解を
頂けるよう、家庭と学
校が一体となった学校
づくりに努めていく。

【満足度指標】（保護者）
保護者が本校の教育活動全般を理解
し、満足している。

本校の教育活動を理解し満足している保護者が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上９０％未満
Ｃ　７０％以上８０％未満
Ｄ　７０％未満

保護者アンケートの結果は90.3％の保護
者が満足していると回答した。昨年度同
期91.3％から微減となっている。これま
で以上にホームページやメール配信、学
年通信やＰＴＡ広報誌「北陵の風」を通
して多くの情報を発信していきたい。

Ｄの場合、次年
度の取り組みを
再検討

７月、１２
月末に調査

総務
学年
生徒指導
保健相談

ホームページを随時、
更新しており、本校の
魅力を外部に積極的に
発信することに努めて
いる。

【成果指標】（教員）
本校の特色や生徒の活動が、ホーム
ページなどで積極的に発信されてい
る。

発信しているとする教員の割合が
Ａ　９５％以上
Ｂ　８５％以上９５％未満
Ｃ　７５％以上８５％未満
Ｄ　７５％未満

教員アンケートの結果はＡ（100％）と
なった。実際にホームページの更新はほ
ぼ毎日行われており、積極的に情報発信
を行っている。今後は、学校行事や試合
結果だけでなく、普段の授業や部活動の
様子、進路情報などきめ細かな情報発信
に努めたい。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

5 教員・生徒がそれぞれ
危機管理の意識を高
め、緊急事態に適切な
行動がとれるよう、防
災教育の推進を図る。

① 避難訓練や防災に関
する研修などを通し
て、自然災害や緊急
事態に備えた防災教
育活動を進めてい
く。

防災担当
全職員
学年

令和６年能登半島地震
による地盤の崩落に
よって校舎やグラウン
ドの一部が使えない状
況が続いている。復旧
工事も継続して行われ
ている。

【努力指標】（生徒）（教員）
自然災害等緊急事態に対して適切な行
動をとることができる。

緊急事態に対して自ら考えながら「自分の命を守
る」行動をとることが
Ａ　十分にできた
Ｂ　だいたいできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　ほとんどできなかった

生徒アンケートでは94.9％、教員アン
ケートでは89.7％であった。全体として
は概ね良好な状況であると思われる。今
後は生徒、教職員ともに、緊急事態に対
してどう行動することが「自分の命を守
る」ことや「生徒の命を守る」ことにつ
ながるのか、様々なシミュレーションを
通して考える機会を設け、防災意識を高
めていきたい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

6 働き方改革における教
員の意識と行動の改革
を進め、より効率的、
効果的に業務が遂行で
きる組織的な改善策を
見いだせるよう努め
る。

① 月間や週間目標を設
定し、それぞれが計
画的に業務を進め
る。

全職員 依頼があれば多くの職
員が協力し合える職場
である。さらに業務上
の情報共有を進め、よ
り効果的な業務改善と
教育活動の充実を図っ
ていく。

【成果指標】（教員）
教員は効果的な業務遂行に向け日々改
善に努めている。

効果的な業務改善に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

Ａ＋Ｂの合計が87.1％となっており、多
くの教員が効果的な業務改善に努めてい
ることが伺える。昨年度と比較しても超
過勤務時間数は減少傾向にあり、校内に
おける働き方改革が進んでいる状況であ
る。後期もさらなる改善策を見出し推し
進めていきたい。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

信頼される学校づく
りに努める。

③

令和６年度の部活動加
入率は69.1％、部活動
により満足感や達成感
を持っている生徒は
79.6％であった。生徒
が部活動に対し、より
主体的に取り組めるよ
うな指導上の工夫が求
められる。

学校の活性化のため、
部活動や地域ボラン
ティアの活性化を図る
とともに、学校の魅力
を発信する取組を充実
させる。


